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る “ 悟 ” の引っ越しを機に心の成長を遂げてゆくという劇映画の撮影
を始めました。この作品のテーマは「変化」であり、３人の変わって
ゆく環境や関係性の中での心の葛藤と、それを通して成長する様子を
描いています。
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劇中で主人公の 3 人が試行錯誤するシーンは、中学生ならではの純
粋でまっすぐな様子とあどけなさを表現できるように努力しました。
そのために小道具にも工夫を凝らしました。
舞台を夏に設定していましたが、実際に撮影を行った時はもう秋に
なっていたので、演者は寒い中演じなくてはなりませんでした。それ
でも納得がいかない場合は何度も撮り直し、妥協することなく撮影を
進めました。また、台詞一つ一つにも意味を持たせ、彼らの些細な心
情の変化が行動や言葉で伝わるように工夫しました。くだらないこと
をやっているはずの主人公に、なぜか共感できてしまう、なぜか応援
したくなる。観てくれた人たちにそんな気持ちを抱いてもらえるよう
に私たちは何度もアイデアを出し合いながら制作をしてきました。
技術的な面では音声へなるべくこだわり、ガンマイクやアフレコを
積極的に採用しました。カメラも２台で撮ることにより複数のカット
が使えるよう工夫しました。
「変化」に対する不安、だけどその中に見出すことのできる大切な
こと。中学生が主人公の作品ではありますが、私たち学生の素直な気
持ちを反映し、学生だからこそ作ることのできた作品なのではないか
と自負しております。
最後にこの場を借りて共に制作したゼミの仲間及び協力していただ
いたすべての方に感謝させていただきます。ありがとうございました。
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